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　5 月 17 日、最高裁判決を受けて、直ちに与党アスベスト対策 PT( 野田たけし座長 ) を開き、PT の取りま
とめ案を決定しました。建設アスベスト訴訟原告団・弁護団の心からの感謝と賛同を頂きました。翌日、与党
建設アスベストプロジェクトチームで、公明党・江田康幸座長代理と共に原告団の皆さまと菅総理大臣に総理
官邸で面会し、菅総理大臣から原告の皆さま一人一人に声をかけ、涙ぐむ方もいらっしゃったのが印象的でし
た。官邸での面会の後、建設アスベスト訴訟全国連絡会の院内集会にも出席し、皆様から感謝の言葉を頂きま
した。その日のうちに、厚生労働省において、田村厚生労働大臣と原告団との和解の基本合意書の締結式に立
ち合い、私も立会人として署名を致しました。
　10 年以上も裁判が続く中で、原告の皆さまが高齢で、早期の解決が望ましいこと、和解金等の支払いの
ための基金を国がつくること、「一人親方」も救済対象にすること、未提訴の被害者にも給付金を支給するこ
と、などを内容とするものです。個々の原告や被害者の方々の事情が異なる中で、政府からも原告団・弁護団
からも全面的信頼を頂いたこと、公明党や各方面のご協力があったから、
異例のスピードで、今回の結果に至ったと思っております。また、私と
しては中国残留日本人孤児の帰国後の惨状を救うための支援を PT の座
長としてとりまとめた経験や人脈が大きな力となりました。未提訴の被
害者への給付金制度のための議員立法は全会一致で 6 月 9 日に成立する
予定です。長く苦しんでこられた建設アスベスト被害者の皆様のために、
今後もサポートしていく所存です。
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～「建設アスベスト被害者救済」 和解へ～

今国会で、建設作業に従事した労働者と一人親方等が、アスベスト疾患を発症した場合、
裁判をすることなく、裁判基準と同じ給付金を支給されるという画期的な法律が制定され
ました。過去・現在そして将来の発症者を含む３万人を超える被害者を救済するこの基金
制度の創設は、１３年に及ぶ建設アスベスト訴訟の原告たちの悲惨な被害に、自民党建設
議連会長として胸を痛めてこられた野田毅先生が、最高裁判決を機に政治解決すべく、与
党建設アスベストＰＴを立ち上げ、その座長として適切かつ強力な政治力を発揮されたこ
とに負うところが大きなものがあります。建設アスベスト被害をめぐる問題は、道半ばで
あり、その全面解決には、引き続き野田毅先生の力強いご指導とご支援が不可欠です。

建設アスベスト被害救済基金成立　　　　　　
建設アスベスト訴訟弁護団全国会議
共同代表　弁護士　小野寺利孝
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～県主催「国への施策等に関する提案・要望」等に係る意見交換会～

　「国の施策等に関する提案 • 要望」に係る意見交換会に出席し
ました。蒲島知事をはじめとする県執行部と新型コロナウィルス
感染症対応、熊本地震からの創造的復興及び県の重点事業、令和
２年７月豪雨からの復旧・復興等多岐に渡って意見交換しました。
県の更なる発展へ向け「チームくまもと」の要の一人として全力
で取り組んでまいります。

～第 31 回日本臨床工学会　熊本開催！～
　5 月 22 日〜 23 日、熊本城ホールにて第 31 回
日本臨床工学会および 2021 年度公益社団法人日本
臨床工学技士会総会が開催され、自民党 臨床工学技
士の資質向上を求める議員連盟 会長として挨拶致し
ました。未だ続く新型コロナウイルス感染症はもち
ろん、医療の最前線で活躍されている臨床工学技士

の皆さまに敬意を表すると共に、5 年前の熊本震災からの復興を示す意味
での、地元熊本での開催を大変嬉しく思います。
　その後、東京で開催された議員連盟での総会では「臨床工学技士法の改
正について」、「新型コロナウイルス感染症のワクチン接種を推進するため
の各医療関係職種の専門性を踏まえた対応の在り方等に関する検討会につ
いて」等の説明があり、本間理事長、肥田専務理事など関係各団体から要
望と取組について話がありました。

　コロナ禍における医療関係者不足に伴い、医療チームの一員として臨床工学士の重要性は増しています。今
後もこの議連として、「いのちのエンジニア」である臨床工学士の皆さまを全力でサポートしてまいります。

～熊本市保育推進連盟　南部ブロック園長会議～
　5 月 27 日、熊本市保育推進連盟の南部ブロック園長会議にリモート出席をして、
冒頭で永年にわたり、保育関係の皆様にご支援頂いていることに感謝を申し上げた上
で、自由民主党全国保育関係議員連盟会長として挨拶致しました。園長の皆様とはこ
れまでも保育士の処遇改善などに尽力して参りましたが、まだまだ保育園の現
状は課題山積です。このコロナ禍において、安心・安全を配慮しながら、充実
した保育の責務を全うすることは、平時の何倍も大変なことでしょう。今後も
議連会長として、熊本の代議士として、責任をもって対応しますので、保育園
の関係者の皆様も頑張って頂きたいと思います。なお、6 月 2 日には全国保育
推進中央研修会が党本部で行われ、議連会長として心からの挨拶を致しました。




